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研究開発計画：
大目標

人々に豊かさをもたらす「超スマート社会」の実現に向けた取組を強力に推進し、世界に先駆けて実現するため、新たな価値創出のコアとなする基盤技術につ
いて強化を図る。
大目標達成のために必要な中目標
内外の動向や我が国の強みを踏まえつつ、中長期的視野から、21世紀のあらゆる分野の科学技術の進展と我が国の競争力強化の根源となり得る量子科学
技術の研究開発及び成果創出を推進する。

【量子科学技術関連】 未来社会を見据えた先端基盤技術の強化

今回審議する研究開発課題

我が国の競争
力強化の根源
となり得る優
れた研究成果
の創出

官民地域パートナーシップによる次世代放射光施設の推進
○国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構における加速器等の整備

後前 中

大型研究
施設の整
備・共用
の推進

我が国の研究
力強化や生産
性向上への貢
献による国際
競争力の強化

（注）４年目の中間評価はステージゲート評価を予定

前 後
（注）

光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP）
中中

次世代加速器要素技術開発プログラム
後

大強度陽子加速器施設（J-PARC）の整備・共用

中 中

大型放射光施設（SPring-8）・X線自由電子レーザー施設（SACLA）の整備・共用

中 中

経済・社
会的な重
要課題に
対し、量
子科学技
術（光・量
子技術）を
駆使して、
非連続的
な解決を
目指す研
究開発の
推進

最先端の光の創
成を目指した研
究拠点プログラ
ム

後

光・量子融合連
携研究開発プロ
グラム

後
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